
1987年出上の木簡

福
岡

・
遮
牙
夕
速
違
蘇
義
付

（築
港
線
関
係
第
三
次
調
査
）

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
博
多
区
上
呉
服
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
二
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
力
武
卓
治

。
松
村
道
博

。
吉
留
秀
敏

。
大
庭
康
時

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
墓
地
跡

・
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
ぞ

一
七
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

博
多
遺
跡
群
は
、
博
多
湾
に
面
し
、
那
珂
川

・
御
笠
川
が
形
成
し
た
砂
丘
上

に
立
地
す
る
遺
跡
群
で
あ
る
。
弥
生
時
代
中
期
以
降
現
在
ま
で
、
特
に
古
代
末

か
ら
中
世
を
通
じ
て
は
貿
易
都

市
と
し
て
繁
栄
し
た
複
合
遺
跡

で
あ
る
。
約

一
二
〇
腸
を
は
か

る
遺
跡
は
、
す
べ
て
現
在
の
都

心
部
に
埋
没
し
て
お
り
、　
一
九

七
七
年
の
地
下
鉄
関
係
調
査
以

岡

来
、
各
種
公
共
開
発

・
民
間
開

購

発
に
際
し
て
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
本
調
査
は
、
都
市
計
画

道
路
博
多
駅
築
港
線
拡
幅
に
と
も
な
う
第
三
次
調
査
と
な
る
。

本
調
査
地
点
か
ら
は
、
奈
良
時
代
後
半
以
降
近
世
初
頭
ま
で
の
井
戸

・
土
疲

・
柱
穴

・
濤
等
を
検
出
し
た
。
墨
書
の
あ
る
曲
物
は
、　
三
二
世
紀
前
半
の

一
〇

九
号
井
戸
の
最
下
部
よ
り
出
上
し
た
。
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
湧
水
部
に
据
え

た
も
の
で
は
な
く
、
使
用
中
に
丼
戸
に
落
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
墨
書
は
、

曲
物
の
胴
部
表
面
と
外
底
部
に
書
か
れ
て
い
る
。
曲
物
全
面
に
は
、
黒
漆
が
う

す
く
塗
ら
れ
て
お
り
、
墨
書
は
、
曲
物
製
作
後
、
漆
を
か
け
る
ま
で
の
間
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
曲
物
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
光
谷
拓
実
氏
の
年
輸
年
代
測

定
に
よ
っ
て
、　
一
一
四
八
年
以
後
に
、
近
畿
地
方
の
ヒ
ノ
キ
材
で
製
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

つ
内
容



「
　
（墨
Ｂ

醒
随
ろて
□
□

そ
の
国
□
□

に
て
□
国

な
く
候
回

き
て
侯
□□

口
□

□
□

お
口
国

い
か
て
国

□
口
を
あ
ん
に
と

と
は
ん
や
国
国

こ
れ
て
回

も
は
め
同
国

□
□
□

こ
の
申
国

（墨
画
）

国
と
国
に

見
に
と
そ
回

き
た
れ
　
□

か
回
ろ
□

□
れ
□
や
る

そ
国
し
回

□
□
　
　
」

「
　
い
□

口
□
同
国
回
す
み

□
口
日
し回

国
つ
ら
ん

□
口
口同

国
□
み
　
　
」

（底
板
）

外
径
～
０

高
さ
樹

富
ド

（大
庭
康
時
）




